
 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

わが国における多胎児家族の数は約１％程度と言われています。

多胎児を持つ家族の母親の中には、家族の理解のなさに悩んだり、

孤立感を感じたりする場合もあります。また、子どもに平等に接す

ることができないと悩む方もいます。母親の思いを傾聴するととも

に、専門職によるカウンセリングやピアサポーターによる支援な

ど、精神面でのサポートも必要になります。二人、三人の育児に心

身ともに疲労が蓄積しがちですが、家族の支援が受けられない場

合、育児によるストレスが増大していきます。それにもかかわらず、

多胎児の家族では外出することも一苦労となってしまうので、家の

中にこもりがちです。そうした家庭については、保護者からの自発的な相談を待っているだけでなく、支援す

る側が訪問・アセスメント等を行うことにより、表出していない課題の発見、相談につなげていく必要があり

ます。保護者の多くが、同じような体験をした保護者同士との情報交換や交流の機会を求めています。あるい

は、先輩ママ・パパの話を聞きたかったという声もあります。妊娠中や子育て中に、仲間作りの機会を設ける

ことは、重要な支援の一つです。交流の場に専門職が参加することで、多胎児ならではの育児相談に対応して

いる自治体もあります。地域の子育て支援団体がサークルづくりを支援している場合もあります。地域の関係

機関と連携して対応することが期待されます。 

そのような背景をふまえ、「ふたご、みつごのよつば会」は多胎育児を行なう家族が他の多胎児家族とつな

がることで、生活などのさまざまな不安を解消し、地域一体となり

多胎育児を行っていくことを目的として令和 5 年 6 月に設立され

ました。活動内容としては 

①多胎育児の気分転換になる交流の居場所づくり 

②多胎家族同士の情報共有の場作り 

③親子の関わりを深める為のイベント企画 

 （風船遊び、お絵描き遊び、親子ミニクッキング会） 

を行っています。活動日は毎月 1 回（土日）で主な活動場所は野

洲図書館およびコミセンです。さあ多胎児家族の皆さん、私どもの

活動に参加し、いっしょに語り合い、楽しいイベントを企画・実施

し、いっしょに子供の成長を見守っていきませんか！ 

 

お問い合わせは、ふたご、みつごのよつば会 代表 田中 理恵子  

メールアドレス：yotsubakai2535@gmail.com 

野洲市市民活動支援だより 
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第２回は「助成金申請書の書き方を学ぼう」 

市民活動団体のみなさん！活動資金調達に苦労していませんか。この講座で助成金の探し方と申請書の 

書き方をワーク（実技）形式で学び、助成金獲得を目指しましょう！ 

  日  時…令和６年 11 月 2 日（土）13：30～15：30 

  場  所…野洲図書館 ホール 

  講  師…仲野 優子 様（しがＮＰＯセンター 所属） 

対  象…野洲で活動する市民活動団体 

  持ち物…筆記用具 

  参加費…無料  

  申込み・問い合わせ…10 月 25 日(金)までに市民協働室（☎518-0556 FAX587-5976） 

 

  

  

 

 

 

 

 

［発行］野洲市市民協働室（市民協働センター） 
〒520-2315 野洲市辻町 410 番地（野洲図書館内） 

            ＴＥＬ：077-518-0556 

            ＦＡＸ：077-587-5976 

E-mail：siminkyoudou@city.yasu.lg.jp 

野洲市ＨＰ「市民活動支援」： 

https://www.city.yasu.lg.jp/soshiki/shimin_service

/shiminkatsudou/index.html 

 

市民協働室からのお知らせです。 nformation I 

 

初期支援型 

ふたご、みつごのよつば会 

多胎育児は孤立しやすく、出

産、育児においても不安が多岐

に渡る為、他の多胎児家族と繋

がることで、精神面、生活など

のさまざまな不安を解消し、地

域一体となって多胎育児を行な

うことを目指す団体。 

 

こもれび会 

 
近江富士 2 区内、大山川右岸およ

び草の根公園の美化と清掃を定期

的に行い、地域住民の快適で住み

良い環境づくりを推進する団体。

住民が花を見る事を目的に外へ出

てくるような花壇づくりを目指

す。 

 

ダンサーズレイク 

子どもから高齢者まで幅広い世代

に渡る人と人との繋がりを深める

取り組みを行い、生き甲斐と潤い

のある地域社会コミュニティづく

りに貢献する。社交ダンスを通じ

て生涯スポーツや文化活動の活性

化に寄与する団体 

初期支援型 継続活動支援型 

Ｅ Ｅ ｖｅｎｔ ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ 市民活動団体などによるイベント情報をお知らせします。 

フォークソングと GSソングを歌おう 

◆と き １０月６日（日） 

13：30 開演（13：00 開場） 

◆ところ 野洲図書館ホール 

◆料 金 無料 

◆定 員 80 名 

問 野洲市音楽のあるまちづくり実行委員会 

☎ 090-3262-5421（青木） 

 

   

 

◆曲目 

1 部：竹田の子守歌・雪・いちご白書をもう一度 

   ‥‥など 

2 部：なごり雪・岬めぐり・見上げてごらん夜の星を 

   ‥‥など 

◆出 演   Black Face 

 およそ 20 年前に個々で演奏していたフォークソン

グ好きが、仲間でハモりたいなと集まったバンド 

 

   

 


